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JRRJRR--3 3 中性子利用の現状中性子利用の現状

J-PARCの利用方策のあり方に関する懇談会（第1回）
（文部科学省，2008.4.22)

日本原子力研究開発機構

量子ビーム応用研究部門

 
&

 
J-PARCセンター

藤 井 保 彦
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我が国の中性子源の変遷（１）

KUR (5MW, 8台, 冷中性源)                          

JRR-2 (10MW, 9台)                          

JRR-3 (10MW, 6台)         JRR-3 (20MW, 33台,冷中性源)               

原子炉

KENS (3kW, 17台)                

1MW

国産１号炉
汎用 （ﾋﾞｰﾑ実験，材料照射，ｱｲｿﾄｰﾌﾟ製造）

専用 （ビーム実験，材料照射，アイソトープ製造）

改造

JRR-3

原研

原研

京大

改造

原子力機構
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KUR (5MW, 8台, 冷中性源)                          

JRR-2 (10MW, 9台)                          

JRR-3 (10MW, 6台)         JRR-3 (20MW, 30台,冷中性源)               

原子炉

核理研 (Linac)

KENS (3kW, 17台)                

建設開始

2001
●加速器

KENS (3kW, 17台)                

1MW

JSNS / J-PARC
(1MW, 23台)  

改造

現
在

原研

京大

原研

東北大

高エ研

原研・高エ研

原子力機構・高エネ機構

改造

原子力機構

我が国の中性子源の変遷（２）
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JRR-3 原子炉

中性子ビーム実験装置
 

（2008.4.1現在）

・中性子回折・散乱

 
: 29台

 
(13 大学 + 16 原子力機構)

・中性子ラジオグラフィ

 
:   2 台

 
(原子力機構)

・即発ガンマー線分析

 
:    2 台

 
(原子力機構)

原子力機構

大 学

原子炉室 ガイドホール

１９６２建設，１９９０全面改造
熱出力 20MW, 冷中性子源CNS設置,
中性子束 3x1014 n/s.cm2
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JRR-2
運転開始

JRR-3
運転開始

改造JRR-3
運転開始

冷中性子源
故障

制御系
故障

利用日数

 
（人・日）

377

2507 2769 3199

5092
6051

6932
7875

3286

6646

3670

5817 6215

346

2027

3390

4477

8392

8485

8660

9022

4752

10427

7640

9948
10102

6675

8513

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000
大学装置

原子力機構装置

8054

10097

6320

7909

ﾍﾘｳﾑ圧縮機
故障

11530

7744

20,000

JRR-3中性子実験装置利用実績

S35  S37  S45          H2            H4           H6            H8           H10          H12          H14          H16         H18
‘60    62     70            90            92            94       96             98           ‘00             02             04            06       年度
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（PGAはH16,TNRFはH17,RESA-ⅡはH19.9から集計開始）

実績日数

申請日数

※

※

大学
原子力機構

JRR-3 中性子ビーム利用の推移

有償化

施設共用
ＴＵ導入

企業による
JAEA装置利用

1050 1032 1212 1362
1745

2119 2126
2364

2592.5

1575
2100 1782

2100

1235

2418

1664

2212 2002

2422

855

1654

1148
16811538

2415 2478

24362044

4516

5755

5288

6264
6059

6911 6882

6369

6793
6576 6710

7021
6843

7328

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

0

50

100

150

200

250

300

大学装置

原子力機構装置

H6                 H8               H10              H12        H14              H16              H18    H19
‘94                 96                98                 ‘00                02                 04                 06      07    年度

利用延日数（日）

JRR-3産業利用
の現状

（JAEAの16台の装置の利用

時間比率、課題数ではない）

実験課題

 

H17    H18＃

 

H19

企業代表

 

5％ ７％ 10％

企業協力

 

6％

 

10％

 

15％

（共同研究者分も含む）

＃新規利用プログラム開始

・施設共用（原子力機構)
・トライアルユース

（放振協）

←申請日数

←利用実績

産業利用延日数（日）
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JRR-3中性子ビーム利用実績
 

(H19年度)

〇原子力機構所有の装置に対する利用割合実績（平均）

〇大学所有装置（東大・東北大・京大）は100％大学側利用

施設共用施設共用枠枠 自己使用自己使用枠枠

施設共用施設共用枠枠 自己使用自己使用枠枠

原子力機構内独自研究
42％

 

1093.5日

装置調整等
10％

 

267日

共同研究
12％

 

318日

トライアルユース
8％

 

207.5日

施設共用（一般）
23％

 

600.5日東大・原子力専攻
3％

 

82日

受託研究
1％

 

24日

装置調整等
10％

 

267日

原子力機構内独自研究
42％

 

1093.5日

受託研究
1％

 

24日

共同研究
12％

 

318日

トライアルユース
8％

 

207.5日

東大・原子力専攻
3％

 

82日
施設共用（一般）
23％

 

600.5日
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H19年度JRR-3中性子ビーム利用実績

0 50 100 150 200

TAS-1　三軸型中性子分光器

NOP　中性子光学システム評価装置

PNO　2結晶型中性子超小角散乱装置

TAS-2　高分解能三軸型中性子分光器

SANS-JII　偏極中性子超小角・小角散乱装置

LTAS　冷中性子三軸型中性子分光器

BIX-3　生体物質中性子回折計

SUIREN　高Q領域対応中性子反射率計

MUSASI-L　多目的単色熱中性子ビームポート

RESA　残留応力解析用中性子回折装置

HRPD　高分解能粉末中性子回折装置

MUSASI-H　多目的単色熱中性子ビームポート

TNRF　熱中性子ラジオグラフィ装置

PGA　即発γ線分析装置

RESA-II　中性子応力測定装置

BIX-4　生体高分子用中性子回折装置

装置調整等

独自研究

共同研究

受託研究

施設共用

トライアルユース

大学共同利用

JRR-3中性子ビーム利用実績
 

（H19年度）
（原子力機構所有個別装置別）

ﾋﾞｰﾑﾎﾟｰﾄ
共有



10

・放射線利用の紹介
パンフレット・技術誌配布 等

・施設整備・利用への情報支援
データベース提供 等

・技術移転講座開設
放射線利用技術セミナー
研修生受け入れ制度 等

・放射線利用の紹介・放射線利用の紹介
パンフレット・技術誌配布パンフレット・技術誌配布 等等

・施設整備・利用への情報支援・施設整備・利用への情報支援
データベース提供データベース提供 等等

・技術移転講座開設・技術移転講座開設
放射線利用技術セミナー放射線利用技術セミナー
研修生受け入れ制度研修生受け入れ制度 等等

試験設備の準備、
運転・実験・解析の

支援

量子ビーム施設（JRR-3）

コーディネータ会議

提示計画の分析、
トライアル日程調整

審査委員会

共
用
設
備
の
本
格
的
利
用
開
始

研究機関・産業界研究機関・産業界

⑤
審
査

④
計
画
申
請

成功！成功！

高付加価値化
新産業の創出

⑧
実
験
成
果
お
よ
び
利
用
技
術
の
取
得

情報提供・支援 中性子ﾄﾗｲｱﾙﾕｰｽ

③
計
画
作
成

⑥
計
画
実
施
の
可
否
通
知

⑦
ト
ラ
イ
ア
ル
ユ
ー
ス
の
実
行

技
術
情
報
・

 

情
報
提
供

ト
ラ
イ
ア
ル

ユ
ー

 
ス
情

 
報

 

の
要
望

①セミナー参加

②
ト
ラ
イ
ア
ル
ユ
ー
ス
要
望

コーディネータ

要望の整理、
計画打合せ

利用促進・支援機関
（放射線利用振興協会等

の活用）

中性子利用技術移転推進プログラム
 

（文科省

 
H18創設）

原図（文科省量研室提供）
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実施件数 マシンタイム 参加企業数

H18 52件 207日 33企業

H19 69件 218日 56企業

公的研究機関
23%

地方公共団体
30%

企 業
46%

Ｈ１8

Ｈ１9

21 19

12

21 32

16

白数字：実施件数

文部科学省委託事業

 中性子利用技術移転推進プログラム実施状況

SUIREN
高

Q領
域

対
応

中
性

子
反

射
率

計

TNRF
熱

中
性

子
ラジ

オ
グ

ラフィ装
置

PGA
即

発
γ

線
分

析
装

置

RESA
残

留
応

力
解

析
用

中
性

子
回

折
装

置

HRPD
高

分
解

能
粉

末
中

性
子

回
折

装
置

MUSASI 多
目

的
単

色
熱

中
性

子
ビ

ー
ム

ポ
ー

ト

BIX
生

体
高

分
子

用
中

性
子

回
折

装
置

SANS-JI
I 偏

極
中

性
子

超
小

角
・小

角
散

乱
装

置

TAS
三

軸
型

中
性

子
分

光
器

PNO
2結

晶
型

中
性

子
超

小
角

散
乱

装
置

NOP
中

性
子

光
学

シ
ス

テ
ム

評
価

装
置

14 14

12

10

7
6

5
4

3

1 1

■平成19年度
■平成18年度

実施装置

実
施

課
題

件
数

放射線利用振興協会提供

利用代表者所属

（実施件数別）

装置別実施状況

トライアルユース
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0

50

100

150

200

250

13 14 15 16 17 18 19
（平成年度）

（日）

公開利用日

非公開利用日

JRR-3中性子実験装置の産業利用ビームタイム
（平成15年度より非公開利用開始、平成18年度より施設共用枠設定：

 

対象装置JAEA 16台/H19）

39日
2.5％
4件

60日
3.4％
5件

6日
0.4％
2件

29日
1.7％
4件

60日
3.0％
19件

13日
0.8％

3件

14日
0.8％

6件

76日
4.0％
27件

134日
5.7％
35件

39日
1.7％
13件

136日
5. 2％
48件

113日
4.4％
37件

・文科省（放振協）ﾄﾗｲｱﾙﾕｰｽ
・原子力機構施設共用制度 導入
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50 GeVｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ

ニュートリノ実験施設

原子核・素粒子実験施設
(ハドロン実験施設)

物質生命・科学
実験施設

3 GeVｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ

リニアック

核変換実験施設
(第Ⅱ期計画）

（日本原子力研究開発機構・原子力科学研究所）

定常中性子源
JRR-3

パルス中性子源
JSNS/J-PARC
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